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Instruction Bulletin 

施工要領書 
 

3M™ クーリングフィルム 試験施工要領書 
 
1 定義  

この説明書は 3M™ クーリングフィルム の実地試験評価を行う際の施工要領の一例です。 

 

2 準備するもの 

- 3M™ クーリングフィルム 

- 温度データロガー/温度記録計 

例：株式会社ティアンドデイ T&D Corporation おんどとり TR7/TR4 シリーズなど 

- 放射温度計 

  例：シンワ測定株式会社 放射温度計 Ｅ防塵防水デュアルレーザーポイント機能付放射率可変タイプな

ど 

- 熱中症指数計 ※用途に応じて 

  例：株式会社エー・アンド・ディ 黒球形 熱中症指数計 / 熱中症指数データロガー AD-5695LB など 

- その他は 3M™ クーリングフィルム の製品説明書を参照してください 

 

3 標準作業内容 

貼り付けに関しては、3M™ クーリングフィルム の製品説明書 「９ 施工」を参照してください。 

 

✓ 比較試験対象の選定 

温度の違いなどを確認/比較するために、フィルムを施工する機器/車両以外にフィルムを施工しない機器/車

両もご準備ください。ただし、比較対象は、同一・同種の機器/車両である必要があります。 

 

✓ 表面温度の測定 

フィルム施工後、放射温度計を用いてフィルムを施工している機器/車両と施工していない機器/車両の表面温

度を測定し、表面温度の差を確認してください。差を確認するために、日の当たるところが好ましく、施工後

15 分程度経ってから測定することをお薦めします。 

 

✓ 機器/車両内温度の測定 

機器/車両内の温度の測定が可能な場合は、放射温度計を用いてフィルムを施工している機器/車両と施工して

いない機器/車両のそれぞれの天井内部などの表面温度を測定/確認してください。または温度データロガー/温

度記録計および用途に応じて熱中症指数計/熱中症指数データロガーを合わせて用い、継続的に温度差および熱

中症指数を確認する方法があります。一般的にフィルムを施工している機器/車両と施工していない機器/車両

のそれぞれの天井内部近辺*1 に設置して温度推移を確認してください。各試験評価状況や都合によりますが、

約 1 週間～1 か月程度測定を行ってください。 

*1：より実用途に即して測定する場合は、天井から 1 メートル程度離して(天井からぶら下げるなどして)設置

してください。 

 

✓ 機器/車両内温度測定結果の分析 

各社の温度データロガー/温度記録計および熱中症指数計/熱中症指数データロガーの取扱説明書に記載されて
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いる温度の分析方法に準じて、フィルムを施工している機器/車両と施工していない機器/車両のそれぞれの天

井内部などの温度変化/推移、温度差および熱中症指数差を確認してください。 

 

✓ 試験施工における注意点 

- 晴れた日以外(曇りや雨の日)では表面温度や内部温度および熱中症指数の差が大きく出ない可能性があり

ます。 

- 車両に施工した場合、ガラス面などが多い場合はガラス面からの熱の取り込みにより差が発生しにくい場

合があります。 

- 車両に施工した場合、ダッシュボードなどのガラス面近く、光が直接当たるところに温度データロガー/温

度記録計および熱中症指数計/熱中症指数データロガーを置かないでください。 

- 車両に施工した場合、エアコン付近やエアコンの風が直接当たるところに温度データロガー/温度記録計お

よび熱中症指数計/熱中症指数データロガーを置かないでください。 

- 測定中に機器/車両内の出入りやドア開閉がある場合は、外気温に影響を受ける場合がありますので、でき

る限り出入りやドア開閉は避けるように願います。 

- 保冷機器/保冷車両内の測定の場合は、保冷機能により庫内の温度差は出にくくいため、保冷されるまでの

温度変化/推移の差、保冷された状態から常温に戻るまでの温度変化/推移の差を比較してください。 

- 最新の温度データロガー/温度記録計は製造会社のクラウド管理に対応した製品もあります。そうでない場

合は、温度記録を繰り返しの設定にしているとデータ容量に応じて以前のデータが消えてしまう恐れがあ

るため注意してください。 

- 温度データロガー/温度記録計および熱中症指数計/熱中症指数データロガーの測定前に必ず新品の電池を

入れて測定を行ってください。 

- 一般的な車両(荷台のみにフィルム施工する場合以外)や保冷車両内の測定の場合は、燃料を事前に満タン

にした後、一定期間の走行距離を計測し、その後の燃料の継ぎ足し分量から燃費を算出することも可能と

考えます。 

 

4 免責事項 

ここで用いている数値は平均的なものであり、保証値ではありませんので規格等の作成には使用できません。 

この説明書およびこの説明書に基づく試験の実施やその結果、また本件フィルムの使用・使用不能もしくは 

誤使用によって生じるあらゆる損失・損害に対し、当社は一切の責任を負いかねますのでご了承ください。 

 

この説明書の著作権は当社に属します、よって、無断複製、引用等を禁じます。 

その他不明な点につきましては、当社担当販売員にお問い合わせください。 
 
 
 
 
ご採用決定の際には、あらかじめ在庫状況をお問い合わせください。当社製品の仕様及び外観は予告なく変更されることがありますので、ご了承ください。本書に記載する

事項、技術資料並びに推奨は、すべて当社が信頼する情報及び試験に基づいていますが、その正確性若しくは完全性についての絶対的な保証をするものではありません。使

用者は使用に先立って、自己の使用目的及び用途に当社製品が適合するか否かを判断し、それに伴う危険と責任をすべて負うものとします。当社及び当社製品の製造者の義

務は、当社が別途定める条件に基づき、不良であることが証明された製品の交換、もしくは当該製品のご購入代金の返金だけであり、いかなる場合であってもそれ以外の責

任は負いません。上記内容と異なる保証並びに本書に記載されていない事項及び推奨は、当社及び当社製品の製造者の権限を有する役員が署名した文書によらない限り、当

社は何らの責任も負いません。 

 

3M は、3M 社の商標です 
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